
様式１

旭川市報道依頼
各報道機関 様

令和 4年 7月 11 日

発信課 旭川市博物館

担当者 杉山 一彦

連絡先

電 話 0166-69-2004

ＦＡＸ 0166-69-2001

E-mail museum@city.asahikawa.lg.jp

分 類 イベント･行事 募集 契約･入札 会議･説明会 その他

（該当する分類を囲むこと。）

日 程 7 月 16 日(土) ～ 8 月 28 日(日)

発表項目

（行事名）

旭川市博物館第 94 回企画展

「まちのあゆみ～暮らしの移りかわり」

概 要

（趣旨・日時・

場所・内容等を

記入すること。）

趣 旨 旭川市の市制施行 100 年を踏まえ，まちの歴史を振り返り，こ

の間の暮らしの変化について，ものと資料でご紹介する企画展示です。

と き 令和 4年 7月 16 日(土)から 8月 28 日(日)まで

開館時間 午前 9時から午後 5時まで(入館受付は午後 4時 30

分まで)，8月 11 日(木・祝)から 8月 15 日(月)は午後 7時まで延

長(入館受付は午後 6時 30 分まで)

ところ 旭川市博物館 特別展示室(旭川市大雪クリスタルホール内)

内 容 1922(大正 11)年の市制施行から 100 年間のまちのあゆみを年表

形式で振り返り，その時々のトピックスを取り上げています。

また，テーマに沿って，暮らしの移りかわりを振り返っていた

だくことができます。

常設展示と併せてご観覧いただくことができます。

関連企画－担当学芸員による展示解説

とき 令和 4年 7月 24 日(日)と 8月 11 日(木・祝)

各回とも午前 10 時 30 分から午前 11時 30 分まで

ところ 旭川市博物館 特別展示室

対象 どなたでも。定員は設けませんので随時ご参加ください。

当日はマスクの着用，手指消毒にご協力ください。

お問合せ 旭川市博物館 0166-69-2004

添付資料
有 ・ 無 案内チラシ(両面刷)の PDF 画像

（有・無のいずれかを囲むこと。）

※ 有の場合，資料の内容を記入すること。なお，別途冊子等の配付を希望

する場合は，その旨記入すること。

報道（取材）に当

たってのお願い

備 考



旭川市博物館　第94回企画展

まちのあゆみ
～暮らしの移りかわり

2022. 8.28  sun2022. 7.16 sat

　1885（明治18）年に岩村通俊，永山武四郎らは，近文山から上川盆地を見渡し，将来この土地に大都市をつくる

ことを決意しました。1890（明治23）年に旭川，永山，神居村が，1892（明治25）年には神楽，鷹栖村がおかれ，

この地域の開拓が始まりました。その後，鉄道の開通や第七師団の移転により発展を加速させ，町，区へと道内

有数の都市に成長しました。1922（大正11）年には市制が施行され「旭川市」が誕生し，今年で100年の節目を

迎えました。
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博物館の収蔵庫には，多くの皆様からご寄贈いただいた品々や写真，地図などが大切に保管されています。
今回はその中から，ほんの一部を展示して，まちのあゆみと暮らしの移りかわりをご紹介します。

展示解説のご案内
学芸員が展示の紹介・解説をいたします。お気軽にご参加ください。

●日 時：7 月 24日 ( 日 )，8月 11日 ( 木・祝 )
　　　　 両日とも，10：30～ 11：30
●対 象：どなたでも（申込不要）　　※常設展観覧料が必要です。

 ◎パスポートは何度でも観覧でき、最初に観覧した日から
１年間有効です。

開館時間：午前 9時～午後 5時

　　　　　（入館受付は午後 4時 30 分まで）

 ※ 8/11（木・祝）～ 8/15（月）は午後 7 時まで

　 （入館受付は午後 6時 30 分まで）

大 人

350 円

700 円

280 円

高校生

230 円

460 円

180 円

■ＪＲ旭川駅から
旭川駅南口西側よりクリスタル橋経由

■バス
大雪クリスタルホール前バス停

道軌気電川旭（  
    道北バス        ）

神楽４条７丁目バス停
            道軌気電川旭（   

     道北バス　　　　　 ）
80 81

観 覧 料

39 40 43
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